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令和８年４月24日（金曜日）

   午前10時０分開会

────────────────
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 教育委員会
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  教 育 次 長
             柚木山 尚 未
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  図 書 館 長   海 野 由 憲

  美 術 館 副 館 長   瀬之口 博 行

  総 合 博 物 館 長   井 上 大 輔

────────────────

事務局職員出席者

  議事課主任主事   佐土原   寛

  議事課主任主事   黒 木 燿一朗

○岩切委員長 ただいまから、文教警察企業常

任委員会を開会いたします。

 まず、委員席の決定についてであります。

 現在、お座りの席のとおり決定してよろしい

でしょうか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 それでは、そのように決定いた

します。

 次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。

 お手元に配付いたしました日程案のとおりで

よろしいでしょうか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 それでは、そのように決定いた

します。

 執行部入室のため、暫時休憩いたします。

   午前10時０分休憩

   午前10時２分再開

○岩切委員長 委員会を再開いたします。

 先般の臨時会におきまして、私ども７名が文

教警察企業常任委員会委員となったところであ

ります。

 私は、このたび委員長となりました宮崎市選

出の岩切達哉でございます。一言御挨拶を申し

上げたいと思います。

 警察本部の皆様には県民の安心・安全な暮ら

しを守るために日夜全力で活動いただいている

ことに、心から敬意と感謝を申し上げたいと思

います。

 私どもは県民に負託いただいた県議会議員と

して、皆様とともにより一層働きやすい職場、

また県民の安全・安心が充実していくように心

がけて審査していきたいので、御協力いただけ

たらと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

 委員を紹介させていただきます。

 まず、私の隣が日南市選出の黒岩副委員長で

ございます。

 次に、向かって左側です。

児湯郡選出の坂口委員でございます。

西臼杵郡選出の佐藤委員でございます。

児湯郡選出の山下委員でございます。

 次に、向かって右側です。

都城市選出の今村委員でございます。

延岡市選出の井本委員でございます。

次に、委員会の書記を紹介いたします。

 正書記の佐土原主任主事でございます。

副書記の黒木主任主事でございます。

次に、警察本部長の御挨拶、幹部職員の御紹

介並びに所管業務の概要説明等をお願いいたし

ます。

○髙井警察本部長 警察本部長の髙井でござい

ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

 皆様には、かねてから警察の運営に関しまし

て深い御理解と御協力を賜っているところでご

ざいます。改めて御礼を申し上げたいと思いま

す。いつもありがとうございます。

 本日は、年度初めの常任委員会でありますの

で、私から本日出席しております警察本部の幹

部職員について御紹介申し上げたいと思います。

 文教警察企業常任委員会資料を御覧ください。
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 ３～５ページに県警の幹部職員名簿を掲載さ

せていただいておりますが、氏名の右横に米印

がついている者が執行部のメンバーでございま

す。

 まず、３ページ目から御紹介申し上げます。

 警務部長の益田英輝でございます。

生活安全部長の三木健次でございます。

刑事部長の迎修二でございます。

交通部長の奥野仁でございます。

警備部長の柳田憲一でございます。

警務部参事官兼首席監察官の水口圭二でござ

います。

生活安全部サイバー戦略局長の戸松俊二でご

ざいます。

４ページ目でございます。

 総務課長の牧田幸二でございます。

警務部参事官兼会計課長の池田健二でござい

ます。

総合管理課長の白石晴俊でございます。

警務部参事官兼警務課長の末永正でございま

す。

生活環境課長の田尻悦生でございます。

５ページ目、交通規制課長の落合亜紀子でご

ざいます。

運転免許課長の野﨑隆でございます。

このほかの幹部職員につきましては、名簿の

記載をもって紹介に代えさせていただければと

思います。

 私からは以上でありますが、引き続き、警務

部長から県警察の組織等について説明させます

ので、よろしくお願いいたします。

○益田警務部長 引き続き、宮崎県警察の組織

や令和８年度当初予算、治安情勢等につきまし

て、私から御説明いたします。

 ６ページを御覧ください。

 まず、２の宮崎県警察の組織についてでござ

います。

 県警察は、宮崎県公安委員会の管理の下、警

察本部に警務部、生活安全部、刑事部、交通部、

警備部の５部を置き、警察学校を附置しており

ます。

 また、県内には宮崎北警察署をはじめ、13警

察署を設置しており、警察署の下部機構として

交番51施設、駐在所88施設を設置しております。

 職員の定員につきましては、右下でございま

すけれども令和８年４月１日現在、警察官が

2,034人、警察官を除く職員が321人、合計は

2,355人となります。

 このうち女性職員については、警察官が253人、

警察官を除く職員が160人で、それぞれの定員に

占める割合は、警察官が約12.4％、警察官を除

く職員が約50％となります。

 ７ページを御覧ください。

 次に、３の宮崎県公安委員会についてです。

 まず、公安委員会制度について御説明いたし

ます。

 公安委員会は、警察の民主的運営と政治的中

立性を確保することを目的に、警察法の規定に

基づき、国及び各都道府県に設けられておりま

す。

 本県公安委員会については、前の６ページに

掲載しておりますとおり、３人の非常勤の委員

によって組織されており、委員は知事が県議会

の同意を得て任命しております。

 公安委員会は、管内における事件、事故、災

害の発生状況等を踏まえた警察の取組、組織や

人事管理の状況等について、定例会議の場等で、

警察本部長から報告を受け、これを指導するこ

とにより、都道府県警察を管理しております。

 また、法律の規定に基づき、運転免許、交通
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規制、犯罪被害者等給付金の裁定、古物営業等

の各種営業の監督等、国民生活に関わりのある

行政事務を公安委員会の権限に基づき処理して

おります。

 ８ページを御覧ください。

 次に、４の警察本部各部の主な所掌事務につ

いて御説明いたします。

 警察本部各部の主な所掌事務につきましては、

上から、警務部は、広報、会計、人事、監察、

教養、福利厚生に関することなどを、生活安全

部は、犯罪の予防、少年の非行防止、ストーカ

ー・ＤＶ対策、地域警察、110番通報の受理、風

俗営業や質屋営業等の許認可、サイバー事案の

防止対策・捜査に関することなどを、刑事部は、

殺人・窃盗・詐欺などの捜査、暴力団・薬物・

銃器犯罪の取締り、犯罪鑑識・科学捜査に関す

ることなどを、交通部は、交通安全教育や交通

安全活動、交通違反の指導取締り、交通事件・

事故の捜査、交通規制、運転免許に関すること

などを、警備部は、災害対策、警衛・警護に関

すること、不法滞在等の警備犯罪の取締りなど

を担当しております。

 ９ページを御覧ください。

 次に、５の令和８年運営方針・運営重点につ

いて御説明いたします。

 県警察では、その年の組織運営の指針となる

運営方針・運営重点を毎年定めております。

 この運営方針と運営重点については、公安委

員会での審議を経た上で決定しており、令和８

年は、運営方針として「県民の期待と信頼に応

える強くしなやかな警察～安全で安心な宮崎を

めざして～」、運営重点として、上から子供・

女性・高齢者を守る取組と特殊詐欺等の犯罪防

止対策の推進、サイバー空間の脅威に対する総

合対策の推進、重要犯罪の徹底検挙と組織犯罪

対策の推進、交通事故の抑止と安全で快適な交

通社会の実現、災害、テロ等緊急事態への的確

な対処と警護の万全、県民の立場に立った警察

活動の推進と社会の変化に適応する警察基盤の

整備の６項目を掲げ、組織を挙げて各種取組を

推進しております。

 10ページを御覧ください。

 ６の警察予算の内訳について御説明いたしま

す。

 宮崎県警察の運営予算につきましては、大き

く分けて、県単独予算、国庫補助予算、国費予

算から構成されております。

 県単独の予算につきましては、警視以下の職

員の人件費や警察業務を行う上で必要となるＯ

Ａ機器に要する経費、交番・駐在所の整備など

の警察活動に要する経費となります。

 国庫補助予算につきましては、治安責任を国

と地方で応分の負担をするという考えの下、治

安水準の均衡を図るため、都道府県の支弁する

経費について国が補助するもので、警察手帳等

の貸与品に要する経費や警察署の建設費等が補

助対象とされております。

 また、国費予算は、警察法に定められた拳銃、

警察教養、通信機器等の国家的性格を有するも

のや、複数都道府県の地域に及ぶ犯罪捜査に要

する経費など、警察業務の全国的な統一性、均

一性を保つための経費となります。

 なお、県警の保有する約９割の警察車両や船

舶、航空機、機動隊で使用する特殊装備品等も

国費において整備されております。

 次に、11ページを御覧ください。

 ７の令和８年度当初予算について御説明いた

します。

 令和８年度の当初予算は322億6,082万4,000円

であり、前年比7.1％の増額となっております。
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 主な増額要因ですけれども、昨年度の人事委

員会勧告に伴い、給与の改定が行われたことに

よる職員給与費の増額、基本給の改定及び退職

者数が増える見込みによる退職手当の増額、個

別施設計画に基づいた大規模な改修工事等の実

施による警察庁舎維持管理関係工事費の増額、

事業計画に基づいた宮崎西警察署（仮称）の整

備事業の庁舎建設に伴う設計費用の増額、令和

11年３月にアナログ回線のサービス提供が終了

することに伴い、信号機用回線を光回線へ移行

することによる信号機新設、道路標識及び道路

標示等整備費の増額などであります。

 当初予算の編成に当たりましては、先ほど御

説明した運営方針・運営重点に基づき予算を編

成しております。

 続いて、資料12ページを御覧ください。

 こちらの資料は、令和８年度の当初予算を性

質別で見る内訳となります。

 宮崎県警察の予算は人件費が予算全体の72％

を占めており、物件費等の予算は全体の28％と

なります。

 また、下の円グラフは物件費等の内訳となり

ます。

 物件費等の中には、光熱水費等の維持費用や

業務で使用するパソコンリース料等の義務的経

費、信号機などの交通安全施設整備費が大半を

占めている状況にあります。

 そのため、警察本部が新規事業を含む各事業

等に充てられる予算は約１億4,000万円となって

おります。

 次に、13ページを御覧ください。

 ８の治安情勢等について御説明いたします。

 まず、令和７年中の犯罪情勢についてです。

 資料中の刑法犯認知件数という言葉は、被害

者から被害の届出を受理するなどして警察が把

握するに至った刑法犯の件数を意味しており、

この件数には、例えば廃棄物処理法違反のよう

な刑法犯以外の特別法違反の数は含まれており

ません。

 （１）の刑法犯認知・検挙の状況については、

認知件数は4,717件で、前年比441件増、検挙率

は46.1％でした。

 刑法犯認知件数の増加率は、10.3％と全国の

4.9％よりも高くなっております。

 刑法犯認知件数は、令和３年までは減少傾向

にあったものの令和４年に増加に転じ、令和７

年も増加しております。これは全国的にも同様

の傾向となっております。

 また、刑法犯認知件数全体の28％を自転車盗

難が占めている状況にあり、全国の22％よりも

高くなっております。

 続いて、資料の14ページを御覧ください。

 （２）の令和７年の主な特徴として、まず、

特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺につい

て御説明いたします。

 資料左側ですけれども、特殊詐欺とＳＮＳ型

投資・ロマンス詐欺の被害額を合わせると、前

年を上回る総額約13億8,000万円に上り、極めて

憂慮すべき状況となっております。

 特殊詐欺については、被害件数、被害額とも

に前年から増加しており、被害額は前年の２倍

に近い約３億9,000万円と過去最多となりました。

 被害の多い手口では、架空料金請求詐欺、オ

レオレ詐欺の２つで全体の８割以上を占め、国

際電話を悪用した手口も増加しております。

 架空料金請求詐欺は、副業詐欺、有料サイト

利用料・退会手数料名目といった手口が多く、

オレオレ詐欺は、被害の全てが警察官をかたる

ニセ警察詐欺であり、被害額は特殊詐欺被害全

体の８割を占めております。
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 一方、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺について

は、前年と比べて認知件数は減少したものの、

被害総額は約９億9,000万円で前年より約9,000

万円増加しております。

 特殊詐欺等の被害防止対策として、地域警察

官による特殊詐欺等撃退ローラー作戦と称して、

戸別訪問による注意喚起や、各種企業団体と連

携した大型ビジョン・自動車教習所等での啓発

動画の放映、企業商品への注意喚起広告の掲示

等を行っているほか、金融機関・コンビニ事業

者等による顧客に対する声がけ等での未然防止

対策を行っております。

 次に、資料右側の刑法犯認知件数全体の約３

割を占める自転車盗難について御説明いたしま

す。

 まず、被害場所は駅の駐輪場やアパート等が

多く、被害者は高校生以下が半数以上を占めて

おり、無施錠での被害が８割近くを占めている

状況です。

 自転車盗難の対策としては、県教育委員会と

連携の上、一部の中学校・高校を自転車盗難防

止モデル校に指定して鍵かけの徹底を図る取組

や、被害の多い駐輪場の施錠状況を点検して無

施錠者に指導する取組を行っております。

 次に、資料15ページを御覧ください。

 令和７年中の交通事故情勢について御説明い

たします。

 ここで言う交通事故は、人の死亡または負傷

を伴うものを意味しております。

 （１）の交通事故発生件数・死者数の推移に

ついては、発生件数は2,477件で前年比マイナス

226件と過去最多であった平成22年の１万1,000

件以降、最少となりました。

 交通事故の減少率は、マイナス8.4％と全国の

マイナス1.3％よりも高くなっております。

 死者数は34人で、前年比マイナス５人でした

が、高齢者が占める割合が８年連続で５割を超

えている状況にあります。

 死者数の減少率は、マイナス12.8％と全国の

マイナス4.4％よりも高くなっております。

 最後に、資料の16ページを御覧ください。

 （２）の令和７年の主な特徴として、まず、

交通死亡事故について御説明いたします。

 全死者の34人中、歩行中の死者は約３割を占

めており、そのうちの４人が高齢者でありまし

た。

 年代別死者数は、先ほど御説明したとおり高

齢者が19人と依然として半数以上を占めており

ます。

 高齢運転者事故による死者は12人で、前年と

同数でありました。

 飲酒運転事故による死者は減少しているもの

の、いまだ根絶には至っていない状況となって

おります。

 次に、負傷者の特徴についてですけれども、

負傷者2,749人のうち歩行者は202人で、そのう

ち高齢者は75人でありました。

 年代別負傷者では高齢者が最も多く、次いで

40歳代が多い傾向にあります。

 重傷者、軽傷者はともに前年から減少してお

ります。

 次に、交通人身事故の特徴について御説明い

たします。

 事故件数2,477件の約半数が交差点及びその付

近で発生しており、事故類型は、追突事故と出

会い頭事故で全体の約６割を占めております。

 資料にある第１当事者とは、当該交通事故に

関与した者のうち、過失が重い者を意味してお

りますが、第１当事者の年代は高齢者が約３割

を占めており、次いで20歳代となっております。
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 事故原因に関しては、脇見、安全不確認等が

約６割を占めております。

 （３）の交通事故抑止対策としては、死亡事

故や人身事故の特徴等を踏まえた対策を講じて

おり、歩行者保護対策として、過去に歩行者の

事故が発生した場所や法令遵守が不十分な場所、

通学路等のうち、信号機のない横断歩道をカ

ラー舗装してモデル横断歩道に指定し、運転者

及び歩行者双方に対する交通安全教育や交通指

導取締りを効果的に行っております。

 また、高齢運転者対策として、自身の体調や

運動能力を踏まえて運転する時間帯や場所等を

限定する旨を宣誓する制限運転宣誓の取組を推

進しているほか、スクリーン上に映し出される

運転状況のＣＧ動画を見て交通事故につながる

危険性の判断能力を養う動画ＫＹＴ─危険予

測トレーニングの頭文字ですけれども、これを

活用するなど、参加・体験・実践型の交通安全

教育を推進しているところでございます。

○岩切委員長 執行部の説明が終わりました。

 質疑はございませんでしょうか。

○今村委員 資料の13ページに検挙件数等が出

ていますけれども、今年度から道路交通法改正

で自転車に青切符が導入されまして、検挙率も

変わってくると思っているところです。

そこで教えていただきたいんですが、小学校、

中学校、高校への道路交通法改正部分の周知徹

底というのは、教育委員会と連携するなどしっ

かりとされているのでしょうか。

○奥野交通部長 小学校、中学校、高校に対す

る今回の法改正の周知徹底については、教育委

員会等を通じて通知を出しているほか、それぞ

れの学校を管轄する警察署から出向いて周知し

ています。

 また、全般的にいろいろな広報媒体等を活用

し、ホームページ等で周知徹底を図っていると

ころであります。

○今村委員 もう１点お伺いします。自転車が

走るところが線が消えていたり、凸凹がかなり

多かったりするということで御相談を受けてい

るんですけれども、そういったところは県土整

備部などとしっかり連携しながら、随時改修・

補修していく予定はあるんでしょうか。

○奥野交通部長 道路の白線─外側線や凸凹

の保全等は県土整備部等の道路管理者の所管に

なるんですけれども、その点についてはこちら

からも改善の働きかけはしています。

○井本委員 自転車は、原則、車道を走るとい

うことですよね。けれども、どちらかというと、

歩道はがらがらで車道は車がたくさん走ってい

るから、本当は自転車には歩道を走らせたほう

がよいのにという感じがあります。

私が見る限りは、どちらかというと原則を歩

道にして、例外的に車道にしたほうがよいので

はないかという気がします。

○奥野交通部長 法律で決まっており、東京な

どの都会は、当然、歩行者が多いため、自転車

が歩行者と歩道で接触する事故が多いというこ

とでこのようになっていますが、いろいろな条

件もあります。

 13歳以下、70歳以上は歩道を走ってよいとか、

左側の端を走っていく中で駐車車両があって安

全に走れないとか、交通量が非常に多くて安全

に走れないような状況なら、歩道を走ってよい

わけですので、その点について、いろいろな場

面で呼びかけを行っています。

○井本委員 法律で決まっているというのは分

かるんですよ。決まったばかりだからしばらく

はこれでいくんだろうけれども、私が道路の状

況を見たときに、歩道はがらがらで空いている
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のに、わざわざ狭い車道に自転車が入ってきて、

むしろこっちのほうが危ないんじゃないかと思

うものだから、この法律の施行に対してどうい

う反応が国民の中から起きているのか気になり

ます。私はどちらかというと、自転車が走るの

は原則を歩道にして、車道を例外にしたほうが

よいのではないのかという気はするんだけれど

も、これは意見ですから、そういう話があった

ということを覚えておいてください。

次に13ページですが、刑法犯認知件数が令和

４年に増加に転じたと書いてありますけれども、

これは何か原因があるんでしょうか。

○三木生活安全部長 この件に関しましては、

全国的にはコロナが明けたことによるものとい

う見方がなされております。

○井本委員 コロナとどのような相関関係があ

るのですか。

○三木生活安全部長 刑法犯の中で一番多いの

は窃盗でございます。窃盗の中で一番多いのが

自転車窃盗、その次に万引き、こういった窃盗

は、どちらかというと中・高生が被害者・加害

者となることが多いという状況がございます。

コロナが流行した時期には、外出自粛が呼びか

けられましたが、それが令和３年頃からだんだ

ん外に出だすということもあって、こう転じた

んではなかろうかと推測されるところでありま

す。

○井本委員 もう一つよいでしょうか。殺人罪

や強盗といった犯罪は減りつつあるんでしょう

か。

○迎刑事部長 殺人や強盗は、言わば重要犯罪

というくくりになるんですけれども、認知件数

が急激に増えているということはありません。

 令和７年度が５件、令和６年度が５件、令和

５年度が７件と大体年間５件ベースで発生して

おりますし、強盗についても令和７年度が２件、

令和６年度が４件、令和５年度が６件と、同程

度の件数となっております。

ただ、令和５年度から不同意性交などが増え

ておりまして、令和７年度で88件、令和６年度

で113件、令和５年度で90件となっております。

 これが増えたのは、法改正がなされて不同意

性交、昔で言う強制性交とか強姦という罪なん

ですけれども、その構成要件が変わったことや、

性交同意年齢が令和４年度まで13歳未満だった

のが、令和５年度以降に16歳未満へと引き上げ

られたことが主な要因でございます。

○井本委員 要するに構成要件が変わったため

にそういう犯罪が増えたという話ですか。

○迎刑事部長 数では増えておりますけれども、

今までわいせつ罪としてされていた行為が不同

意性交として扱われるようになった、捉え方が

変わったという要因もあります。

 それと、今までは女性が非常に訴えにくい状

況がありましたが、相談窓口が拡充され、周知

が進んだことが数に影響していると思っており

ます。

○髙井警察本部長 補足させていただきますと、

性犯罪に限らず犯罪には暗数というものがござ

います。先ほど警務部長から刑法犯認知件数に

ついて御説明したときに、被害者から被害届が

出た件数ですというふうに申し上げたと思いま

す。世の中で起こっている犯罪のすべてが件数

として客観的に示されているものではありませ

ん。被害者が警察に被害に遭いましたといって

届けてきたものだけです。場合によっては、警

察が自ら探し出すということもございますけれ

ども、性犯罪は基本的にそういうものです。

 今、刑事部長から御説明したとおり、性犯罪

の構成要件が累次改正されておりますし、その
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ことについても国民の皆様にいろいろと広報も

されています。

 そういう状況の中で、内閣府等が調査したと

ころによると、警察に被害届をあえて出してい

ない暗数は、性犯罪はほかの犯罪に比べてかな

り多い。数え方にもよりますけれども、半数近

くが被害届を出していない。もちろんこれは警

察に届出が出されていない以上、客観的にどう

であったのかが証明されていませんので、それ

が本当に性犯罪として犯罪に当たるのかどうか

は分かりません。

 そういう意味で厳密な意味では暗数ではない

のですが、実際に裁判でも被害者が本当に抵抗

したのか、真剣に抵抗したのかということがこ

れまでの刑事裁判では見られていました。

 そうすると、被害者側からするとなかなか警

察に被害届を出しづらいというところがあった

のかもしれません。それが今回の刑法の改正で、

まさに罪名がかつての強姦から不同意性交に変

わっていることも一つありますけれども、必ず

しも強い抵抗がなければ認められないというこ

とがなくなった、そういう意味で被害者が警察

に被害届を出しやすくなったという状況はあろ

うかと思います。

 警察が見えないところですので、現実の社会

で犯罪が本当に増えているのか減っているのか、

厳密にはよく分かりませんが、ただ、刑法の改

正によって被害者が被害を警察に届けやすく

なったということが、一つの要因として考えら

れるということでございます。

○井本委員 構成要件が変わっても、やはり重

要犯罪の一つに数えるわけですか。

○髙井警察本部長 さようでございます。不同

意性交は、いわゆる凶悪犯罪、重要犯罪として

警察では統計上カウントしています。そこは構

成要件が変わったからといって変わっているも

のではございません。

○井本委員 強姦罪と同じぐらい悪質な犯罪に

なるんですか。

○髙井警察本部長 さようでございます。刑法

上も、条文の書き方は変わりましたけれども、

177条という条文は変わっておりませんので、統

計上は同じ犯罪として継続してカウントしてい

るという状況でございます。

○坂口委員 先ほどの自転車と歩道、車道の関

係で教えていただきたいです。

昔の道路だと確か車道幅員が2.5メートル、

2.75メートルという時代がありましたが、最近

では道路構造令が変わって、３メートルから3.5

メートルとなっていますよね。

 また、歩道が２メートル以上必要な根拠が車

椅子の交差でしたよね。そこに植栽しているか

らかなり狭くなっている。私の認識間違いかも

しれないですが、これらの関係で、具体的には

歩道の幅が確か３メートル以上ないと自転車は

通れないという決まりがあったんですけれども、

車道が片側何メートルあれば、安全上、自転車

が車道を通れるなど、そういう基準はあるんで

すか。

○落合交通規制課長 自転車が歩道を通行可能

となる規制について御説明いたしますけれども、

幅員３メートル以上の歩道におきましては、自

転車歩道通行可とすることができます。

 幅員がおおむね４メートル以上の歩道につき

ましては、自転車歩道通行部分の指定を必要に

応じて実施しているところでございます。

○坂口委員 幅員が片側で2.5メートルの道路は、

トレーラーが通る際にタイヤがはみ出すぐらい

狭いです。自転車が車道を走ってもよい幅員は、

制限や定義はされていないんですかね。あまり



令和８年４月24日(金)

- 10 -

に狭い車道は危ないんじゃないかと思って。

○落合交通規制課長 現在申し上げましたのは、

あくまでも歩道の幅員でございまして、車道に

関しましては車道の左側を通っていただくとい

うことが原則となっております。

○坂口委員 今は人口減少の時代なので、新し

い道路の整備は縮小していこう、維持管理費が

かかりすぎるから質を上げていこうという流れ、

考えがありますよね。

 私は、道路構造令や交通安全上、自転車が車

道、歩道を走れる幅員について、基準を満たす

よう道路の質を高めていくという考えが必要だ

と思います。幅員2.5メートルぐらいで側溝が50

センチあると３メートル確保できますが、そこ

を自転車でふらふら走行すると安全を確保する

ことを考えたときに、車道を走りなさいという

こと自体が正しいことなのかなという悩みが湧

くんですよね。

 これは警察本部の仕事ではないかもしれない

けれども、交通規制課や県土整備部あたりで道

路設計の質を高めるための本格的な取組が必要

じゃないかと思います。ちょっと無理があるよ

なという道路が結構ありますもんね。

 これは自分の全く知識がないまま勘として今

言ったんですけれども、また検討していただけ

ればと思います。

○佐藤委員 宮崎県警の皆様、そして本部長は

じめ幹部の皆様には、安全で安心な宮崎づくり、

また県民の立場に立った警察活動に心から敬意

を表します。

私が伺いたいのは、予算のところで説明があ

りました物件費の中の施設費で、宿舎や庁舎の

改善の決定というのは、いつどのように決定し

ているのかということです。

 私は西臼杵郡選出ですので、西臼杵支庁を例

に出したいと思います。西臼杵支庁に若い方々

が来られますけれども、宿舎等が老朽化し、水

回りなど冬の寒さに耐えられないような状況に

なっているのではないかと。そういう施設があ

るのであればしっかり改修して、仕事を精いっ

ぱいやっていただきたい。宿舎に帰ることでま

た疲れてしまうようなことがあってはいけない

と思うんです。警察も高千穂警察署があります。

中には夫婦同伴で来られる職員もいらっしゃる

と思います。

 いろいろな施設がありますが、その施設が冬

の寒さに耐えられるものなのか。水回りはしっ

かりしたものになっているのか。宿舎の改修状

況はどうなのか。それを誰が管理しているのか。

確認しているのか。十分なことができているの

か。

 そして、できていないとすれば、それはいつ

改修すると決定するのか。これは限られた予算

の中でやるんでしょうけれども、その辺りはど

うなっているのか教えてください。

○池田会計課長 各所属に宿舎がございますけ

れども、宿舎の修繕等については各警察署等の

要望等に基づいて行われております。

 なお、警察署、宿舎等の修繕等につきまして

は、老朽化以外にも、例えば海に近ければ塩害

もありますので、そういうものを考慮して優先

的に修繕を行うこともございます。また、それ

ぞれの宿舎等に居住している職員の意見、要望

等を聞いて修繕等は行っております。

 宿舎の管理につきましては、警察署の宿舎で

あれば警察署長が管理しているということに

なっております。

 いつ改修するのかという点でございますけれ

ども、これは先ほど申し上げたとおり居住者の

要望の都度、改修を行っているところでござい
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ます。

○佐藤委員 その都度、改修されるということ

でありますけれども、特に警察の方々は鍛えら

れておられますので辛抱強いと思うんですよね。

自分から弱音を吐くような要望はなかなかでき

ないと思いますので、その辺りをやはり第三者

の目で、改修の必要性を判断することも大事な

のではないかなと思います。

 当事者が「前の人はこれで辛抱していて、お

まえはこれを要望するのか」というふうに取ら

れたくはないという気持ちにもなろうかと思い

ますので、第三者の目で見て、改修すべきもの

はしていく。ずっと変わらず、そのまま耐える

しかないという状況がないようにしていただき

たいので、よろしくお願いします。

○黒岩副委員長 10ページの国庫補助のところ

なんですが、交通違反の取締りの検挙件数に応

じてこの国庫補助の配分が変わるなど因果関係

があるのかどうか教えていただきたいと思いま

す。

○奥野交通部長 取締り件数によって配分が変

わるというのはないですけれども、事故の発生

件数は加味されていると考えています。

○黒岩副委員長 事故の件数が多いと補助の金

額が下がるということなんでしょうか。

○奥野交通部長 申し訳ございません。詳細は、

今、判明しないんですけれども、事故が極端に

減っているからといって下がるということでは

ないと考えています。

○池田会計課長 交通部長が申し上げたとおり、

交通事故が減少したから補助が少なくなるとい

う影響はございません。

○黒岩副委員長 次に、先般、説明いただいた

際に、今年度、信号機の新規設置は１基と聞い

たと記憶しているんですけれども、宮崎県内

2,300基ぐらい信号機がある規模の中で、新規が

１件だけというのは少ないという気がしていま

す。この予算だと、信号機の設置は、県の単独

予算の中の交通安全施設に入るのか、国庫補助

の中の特定交通安全施設に入るのか、どちらに

なるんでしょうか。

○落合交通規制課長 令和８年度予算につきま

しては、信号機は県単独予算でございます。

○黒岩副委員長 ということは、県の予算がな

かなかつかないということが原因だと思います

ので、しっかり必要性を訴えていただいて、適

切に対応していただきたいと思います。

 最後に、お尋ねなんですが、今後、国スポの

警備に向けて経費がいろいろと増えてくると思

います。いろいろな予算が提案されてくるんだ

ろうと思いますが、こういった経費については、

10ページの中の県単独予算なのか、国庫補助な

のか、どういった部類になってくるんでしょう

か。

○池田会計課長 国スポの事業につきましては、

冒頭で警備部長から説明があった「災害テロ緊

急事態等の的確な対処と警護の万全」という事

業の中で、約4,000万円の事業費を県単独事業で

計上させていただいています。

○髙井警察本部長 補足いたします。

 10ページの図にあります、いわゆる県単独予

算なのか、警察庁予算なのか、警察庁予算の場

合、国費補助なのか、国費なのかということに

ついては、基本的には法令で定まっておりまし

て、その上で申し上げると、国スポの警備だか

らこれ、とは決まっておりません。

 どういう原則なのかをこの場で、言葉で御説

明しようとすると物すごく長くなってしまうの

で、若干正確性を欠くことは御容赦いただいた

上で、おおむねのイメージで申し上げます。
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まず、日本の警察というのは、いわゆる自治

体警察で、都道府県単位で警察活動を行うとい

うことが原則でありますので、基本的には県単

独予算というのが原則です。私どもはまさに宮

崎県警察ですので、宮崎県の組織として宮崎県

の予算を頂いて活動するのが原則です。

 他方で、どういう場合が例外なのかというと、

これはまさに、幾ら自治体警察が原則といって

も、国家的な事案に対処する場合、あるいは都

道府県を超えて対応する必要がある場合という

ことで、先ほども御説明したとおり、犯罪捜査

は基本的には県単独予算でありますけれども、

宮崎県内だけにとどまらない、広域にわたる犯

罪捜査をする場合には、国費の対象になり得る

ということです。ただ、人件費は基本的に県の

予算ですが、例えば、機動隊が災害警備として

出動した場合の超過勤務手当というのは、国か

ら出るということになっております。

 ですので、国スポの予算なので必ず県単独予

算になりますとか、必ず警察庁が出してくれま

すということではなく、─県の財政当局とも

いろいろとお話させていただかないといけませ

んけれども、具体的にどういう場面でどういう

お金が必要なのかということによって、県単独

予算なのか国からの補助なのか個別に決まって

くると御理解を賜りたいと思います。また、国

スポの予算なのでこの費目になりますというこ

とを、この場で明確に申し上げることはできな

いということについて御理解を賜りたいと思い

ます。

○坂口委員 非常に複雑な部分ですが、基準財

政需要額に基づいて追加交付される仕組みでは、

人口が少なく面積が広い自治体や、道路延長が

極端に長い地域などは、効率よく整備されてい

る短い道路を持つ地域と比較して、どうしても

厳しい状況が生じます。この点については致し

方ない面もあるかと思います。

しかし、前回の委員会でも申し上げたとおり、

定数と実際に必要な人数の間には差があり、こ

の不足分を補塡しようとすれば、基準財政需要

額に含まれない費用を、県費の中から対応して

いかざるを得ないので、物理的な限界があり、

非常に厳しい。

 特別交付税で追加配分される機動隊の災害派

遣なんかも、対応できる部分とできない部分、

国スポもやっぱり特別交付税の対象にするとい

うのは、総務省辺りがかなり頑張ってくれない

とどうしようもないんですけれども、こういっ

た今の時代に合わない財政の仕組み等があるよ

うな気がします。

 なかなか難しいでしょうけれども、本部長が

言われたように、この税の仕組みが物すごく複

雑多岐ですよね。ここで議会も認識を新たにし

て、議会の大切な仕事は財政をまず理解する、

これは僕らの勉強課題かもしれません。丁寧な

説明をありがとうございました。

○三木生活安全部長 先ほどの井本委員の御質

問にありました令和３年度から刑法犯認知件数

が上がっている要因について、一言付け加えさ

せていただきます。

 特殊詐欺が令和３年度の認知件数が27件であ

りました。それが令和７年度に173件と非常に大

きく変動しておりまして、これも一つの要因で

あります。

○岩切委員長 ほかに質疑はございませんか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 それでは以上をもって、警察本

部を終わります。

 執行部の皆様、お疲れさまでした。

 暫時休憩いたします。
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   午前10時55分休憩

   午前10時59分再開

○岩切委員長 委員会を再開いたします。

 先般の臨時会で、私ども７名が文教警察企業

常任委員会委員となったところであります。

 早速でございますが、御挨拶を申し上げたい

と思います。

 委員長に選任されました岩切でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

 企業局の皆様には、今、設備の更新などで大

変御苦労いただいていると思いますが、委員会

としても議会としても、新たな時代の中で皆様

方が自治に貢献できるようにしっかり支えてい

きたいと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

 座りまして、委員を紹介させていただきます。

 まず、私の隣が日南市選出の黒岩副委員長で

ございます。

 次に、向かって左側です。

児湯郡選出の坂口委員でございます。

西臼杵郡選出の佐藤委員でございます。

児湯郡選出の山下委員でございます。

 次に、向かって右側です。

都城市選出の今村委員でございます。

延岡市選出の井本委員でございます。

次に、委員会の書記を紹介いたします。

 正書記の佐土原主任主事でございます。

副書記の黒木主任主事でございます。

では、企業局長の御挨拶、幹部職員の御紹介

並びに所管業務の概要説明等をお願いいたしま

す。

○松浦企業局長 企業局長の松浦でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

 御案内のとおり、企業局は３つの事業を所管

しております。１つ目が水力発電を中心とする

電気事業、２つ目が日向市の細島工業団地に工

業用水を供給する工業用水道事業、３つ目が一

ツ瀬川の河川敷ゴルフ場を運用する地域振興事

業でございます。

 まず、電気事業につきましては、今、委員長

からもお話がありましたように、最大の発電量

を持っております綾第二発電所の大規模改良工

事を今進めているところでございます。令和９

年度までの予定でございます。

 それから、売電についてですけれども、これ

まで九州電力株式会社との長期契約の中で、九

州電力株式会社に売電をしておりましたけれど

も、その期間が切れるということで、入札を行

いまして、この４月から丸紅新電力株式会社な

どの別の会社に売電をすることとなりました。

これに伴いまして、売電単価が２割程度アップ

したということで、経営的には大変よい効果が

出てくると期待しているところでございます。

 それから、工業用水道事業でございます。事

業の開始から60年が経過しまして、老朽化した

施設設備の更新がこれから課題になってくる段

階を迎えております。一方で、水道料金につき

まして、長い間据え置いています。全国平均の

大体半額程度ということになっておりますので、

今後の投資等も含めますと、この料金の引上げ

も含めて整理していく必要があると思っており

ます。今後の経営を考えたときに、今年度その

大枠について整理し、決定していきたいと思っ

ております。

 それから、３つ目のゴルフ場の運営でござい

ますけれども、後でまた私から御報告いたしま

すが、昨年度様々な経過がありまして、この４

月から企業局ではなくて、地元新富町による運

営に切り替わっております。このように、企業
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局の事業全体として、時代の流れの中で変化せ

ざるを得ない、また変化してきているという状

況にございます。我々といたしましては、経営

の安定ということを最優先にしてしっかりと取

り組んでまいりますので、委員の皆様方の御指

導をお願いしたいと思います。

 それでは、幹部職員の紹介をさせていただき

ます。

 まず、副局長（総括）の大野正幸でございま

す。

副局長（技術）の迫節夫でございます。

技監兼工務管理課長の山元孝訓でございます。

総務課長の濵川哲一でございます。

総務課経営企画室長の児玉昭一であります。

施設保全課長の結城善行でございます。

発電設備課長の西本修一でございます。

総合制御課長の栢木良一でございます。

このメンバーで、これから１年間どうぞよろ

しくお願いいたします。

 続きまして、次の資料の４ページ目を御覧く

ださい。

 一ツ瀬川県民スポーツレクリエーション施設

についての経過報告でございます。

 昨年度、様々な動きがあったということで御

報告いたしましたけれども、１の令和７年度の

動きでありますが、（１）の指定管理者の運営

辞退ということがございました。利用者数の減

少は、ここ最近続いていたわけですけれども、

そういう中で、指定管理者から運営の継続がな

かなか難しいということで、辞退の申出があっ

たところでございます。それを受けて、３月末

でこの指定を取り消したということでございま

す。

 （２）の新富町からの運営の申出であります。

この指定管理者の取り消しに伴いまして、私ど

もとしましては、４月以降、しばらく休業せざ

るを得ないだろうということで検討を進めるこ

ととしておりましたけれども、地元の新富町か

ら、町による運営について申出がございました。

協議にいろいろ時間がかかるということがあり

ますけれども、施設の譲渡を前提にして、ゴル

フ場の運営については早めに新富町に引き継い

でいきたいということで、３月にゴルフ場の運

営に関する覚書を締結しております。この中で、

新富町での運営を10年間は継続していただくと

いった点を確認したところでございます。併せ

まして、４月からの新富町による運営をサポー

トするという意味で、施設設備をどうするかと

いう問題がありましたので、この１年間につい

ては無償貸付という対応をしているところでご

ざいます。

 ２の今後の対応方針であります。

 なかなか経営的に厳しい状況の中で譲渡して

いくこと、それからクラブハウス等の老朽化が

随分進んでいることがございまして、譲り渡す

側の責任として、次のようなことを新富町と協

議して担っていきたいと考えております。

 １つ目が、クラブハウスの大規模改修工事で

ございます。これについては、どの程度までど

ういったことをやるのかという内容については、

今協議中でありますので、それが整った後に、

その具体的な取扱いを考えていくことになると

思います。

 それから、新富町としてもゴルフ場の運営は

初めてでございますので、事業の立ち上げから

軌道に乗るまでは、事業を譲り渡す側としても

一定の責任があるだろうということで、一定の

支援は考えていきたいと思っております。

 ①でありますが、運営開始に当たって必要な

費用の支援が出てくると思っております。
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 それから、②でありますけれども、やはり利

用者の獲得、定着というものをしっかりと図っ

ていくことが、その後の運営につながると思っ

ておりますので、運営開始から５年程度までは、

利用促進の支援を行い、一定の責任を果たして

いきたいと思っております。

 それぞれ予算の伴う問題でありますので、新

富町との協議が整い、結論を出した段階で、ま

た議会にはお諮りしたいと考えております。

 続いて、総務課長から事業の概要等について

御説明いたします。

○濵川総務課長 資料の５ページを御覧くださ

い。

 Ⅰの企業局の組織の概要であります。

 １の企業局の組織及び職員数については、本

庁５課１室１出先機関で、職員数は局長を含め

まして121名、体制は図のとおりでございます。

それぞれの課、室及び事務所の主な事務分掌に

つきましては、６ページに記載のとおりであり

ます。

 続きまして、７ページを御覧ください。

 Ⅱの事業概要であります。

 まず、１の電気事業についてですが、（１）

の発電事業につきまして、①の沿革にあります

とおり、昭和13年に県営電気建設部として発足

して以来、全国有数の豊富な水資源の活用を県

政の重要課題と位置づけ、これまでに括弧内に

記載しております６つの河川総合開発事業を実

施しておりまして、これらを通じて、電力の安

定供給や下流域市町村の水害防止など、地域の

発展に貢献してきたところです。

 次に、ページ右側の②事業の規模であります

が、アの水力発電につきましては、現在、大規

模改良工事中の綾第二発電所を含め、発電所は

14か所あり、その最大出力の合計は15万9,399キ

ロワットで、全国24の公営電気事業者の中で３

番目の規模であります。発電した電力は、令和

８年度から、丸紅新電力株式会社及び株式会社

ＵＰＤＡＴＥＲへ供給しております。

 ８ページを御覧ください。

 イの太陽光発電につきましては、現在３か所

に設置しており、最大出力合計は100キロワット

となっております。

 （２）の緑のダム造成事業として、企業局が

発電事業を行うダムの上流域の未植栽地等を取

得して植林等を実施するほか、令和６年度から

環境森林部が実施しているグリーン成長プロ

ジェクトを支援することで、水源涵養機能の高

い森林を整備しております。

 また、ページ右側の（３）のとおり、企業局

の持つノウハウを生かし、市町村や土地改良区

などが取り組む小水力発電の開発に対する技術

支援も行っておりまして、これまでに９地点の

発電設備の設置を支援したところであります。

 ９ページを御覧ください。

 ２の工業用水道事業であります。

 （１）の事業の概要にありますとおり、工業

用水道事業は、日向市の細島工業団地に工業用

水を供給する目的で、昭和39年から給水を開始

しております。給水能力は、日量12万5,000立方

メートルで、現在、旭化成株式会社など16社に

給水を行っております。

 ページ右側（３）の給水料金でありますが、

基本料金は１立方メートル当たり10.40円で、全

国平均の23.00円と比べて低廉な料金で、安定的

に工業用水を供給することで、県北地域の産業

振興の一翼を担っているところであります。

 10ページを御覧ください。

 ３の地域振興事業であります。

 （１）の事業の概要にありますとおり、地域
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振興事業は、地域振興と県民福祉の向上に寄与

する目的で、一ツ瀬川の河川敷にゴルフコース

などを整備し、平成２年から営業を開始してお

り、利用者数は累計で133万人を超えております。

 （２）の施設の概要ですが、ゴルフコースは

パブリックの18ホール、パー70となっておりま

す。

 右側の（３）と（４）につきましては、先ほ

ど局長から説明した内容と重複いたしますので、

割愛させていただきます。

 11ページを御覧ください。

 こちらの企業局事業施設配置図では、３つの

事業の主な施設を地図に落とし込んでおります

ので、後ほど御覧ください。

 続いて、12ページを御覧ください。

 令和８年度宮崎県公営企業会計当初予算であ

ります。

 １の当初予算のポイントでありますが、令和

８年度当初予算については、企業局の経営の指

針であります企業局経営ビジョンや企業局を取

り巻く社会状況の変化等を踏まえ、３つの大き

な柱を定めて予算編成したところであります。

 １つ目は、（１）将来に向けた安定経営のた

めの基盤整備、２つ目は、（２）経営環境の変

化への的確な対応、３つ目は、（３）地域貢献

に資する取組の推進であります。

 13ページを御覧ください。

 ２の当初予算の概要であります。

 （１）の電気事業につきまして、業務の予定

量であります年間供給電力量は４億2,602万

5,000キロワットアワーで、収益的収支の収支残

は、黒い太枠で囲んでおりますとおり12億9,102

万2,000円としております。これは、一般競争入

札による売電単価の上昇に伴いまして、事業収

益が増える一方で、綾第二発電所大規模改良事

業における固定資産除却費の減によって事業費

が縮小することなどによるものであります。

 14ページを御覧ください。

 （２）工業用水道事業であります。

 給水事業所数は16社で、年間総給水量は3,583

万5,700立方メートルで、収益的収支の収支残は、

黒い太い枠で囲んでおりますとおりマイナス１

億1,551万1,000円としております。これは、台

風等により土砂除去が必要となった場合に備え

る費用をあらかじめ計上していることに加え、

近年の物価高騰などにより、全体的に費用が増

加した結果、当初予算の段階では、収支のバラ

ンスが取れなくなったものであります。

 15ページを御覧ください。

 （３）の地域振興事業につきましては、先ほ

ど局長から説明させていただきましたとおり、

指定管理者の辞退に伴い、一ツ瀬川県民ゴルフ

場の企業局としての運営を休止し、新たに新富

町が主体となって運営することとなりました。

年間施設利用者数はゼロ人で、収益的収支の収

支残は、黒い太枠で囲んでおりますとおりマイ

ナス2,407万8,000円としております。

 16～25ページにつきましては、事業会計別の

予算の内容を掲載しておりますので、後ほどお

目通しいただきたいと思います。

 26ページを御覧ください。

 ３の主な新規・重点事業でありますが、その

中から主な事業について御説明いたします。

 まず、「綾第二発電所大規模改良事業」であ

りますが、予算額としましては、令和８年度は

23億 2,560万 9,000円で、全体事業費は 179億

2,890万円となっております。事業の目的ですが、

運用開始から60年以上が経過し、老朽化した主

要機器の更新等を行うものであります。

 次に、事業の概要についてであります。
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 （１）事業内容としましては、水車発電機や

水圧鉄管の更新、代替放流設備の新設などを行

うもので、令和８年度は水車発電機、水圧鉄管

等の更新工事を予定しております。

 （２）の事業効果としましては、電力の供給

信頼性が向上し、発電電力量の増加や再生可能

エネルギーの固定価格買取制度の活用による収

入の増加を見込んでおります。

 最後に、事業の期間としましては、令和元年

度から令和９年度となっております。

 27ページを御覧ください。

 新規事業「綾第一発電所北機水車発電機一部

改良及び精密点検工事」であります。

 まず、予算額としましては、令和８年度は

7,414万円で、全体事業費は20億9,935万円と

なっております。事業の目的でありますが、修

理困難となった機器の廃止に必要な改造・更新

や、保安規程に基づき水車発電機の分解点検等

を行うものであります。

 次に、事業の概要についてであります。

 （１）事業内容としましては、機器の一部改

造や更新を行うとともに、水車発電機の分解点

検等を行うもので、令和８年度は機器の設計を

予定しております。

 （２）の事業効果としましては、機器の信頼

性が向上し、電力の安定供給が図られます。

 最後に、事業の期間は、令和８～11年度と

なっております。

 30ページを御覧ください。

 ４のその他主要事業の概要であります。

 （１）石河内第一発電所１号自動制御装置更

新及び水車発電機精密点検工事など、８つの事

業について、その概要を記載しております。

 最後に、参考といたしまして、31ページに知

事部局等への主な経費支出予定額を記載してお

ります。多目的ダム管理費用等、知事部局及び

市町村への支出予定額の合計は13億4,993万

6,000円としております。

○岩切委員長 執行部の説明が終わりました。

質疑はありませんでしょうか。

○井本委員 昔からゴルフ場は新富町が経営し

たほうがよいのではないかとずっと言っていて、

これでよいと思うんですが、今後の方針のとこ

ろです。新富町によるゴルフ場の運営に係る費

用について支援を行う、運営開始に当たって必

要な費用の支援、運営開始から５年目までの利

用促進の取組に係る費用の一部の支援と書いて

ありますが、私が誤解してるのかもしれんけれ

ども、企業局というのは、基本的に利益を出さ

ないといけない団体であると認識しているんで

す。むしろ赤字なら基本的にはもう潰しなさい

と。ゴルフ場を運営できなくなったが、新富町

に運営してもらうために、いろいろバックアッ

プするというのは理解できる。しかし、性格上、

利益を出さなければならない企業局が、バック

アップをやってよいのかという疑問があります。

福祉保健部かどこかの部局にそのまま渡して、

その部局から助成するという形のほうがすっき

りするような気がするんですけれども、そうで

はないんですか。

○松浦企業局長 企業局から言えば、なかなか

事業が立ち行かず、休業もやむなしというとこ

ろで、一旦方針を決めたところでございます。

場合によっては、そのまま廃業もあり得るとい

うところまで覚悟した状況でありまして、そこ

で新富町に状況を御説明したところ、それであ

れば、自分たちのところで引き受けて何とかし

てみますという話になったのが発端になってお

ります。

 委員のおっしゃったようなところと少し違う
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かも分かりませんが、なかなか我々が採算的に

厳しいものを新富町に譲り渡していく、引き受

けていただく……

○井本委員 経過は分かっています。法律的な

問題で、企業局として、こういう支援ができる

んですか、できないんですか。新富町を助ける

ことが大切なのは分かっています。福利厚生の

ためにという理屈で、福祉保健部とか別の部局

にやってもらったほうが、筋は通るんじゃない

か、企業局がこんなことをやってよいのかとい

う性格上の問題を私は言っているんです。

○松浦企業局長 この地域振興事業の特別会計

というのは、まだ残してあります。その中での

言わば店じまいをするための取扱いと整理して

おります。

○井本委員 局長も言っていたように、最終的

にそのままやめてしまうというのが本来は原則

でしょう。ストップすればよいだけです。私が

言っているのは、新富町がやるから、それに対

してお金を出すというところまでやってよいの

かという話です。お金を出すなという話じゃな

いんです。新富町に頑張ってもらわないといけ

ないから、むしろ県の別の部局から出したほう

が筋が通っているんじゃないかという話をして

いるんです。やってよいことかもしれませんが、

私の考えがこうなっているものだから、本当に

そうなのかを聞きたい。

○松浦企業局長 その辺りにつきましては、ま

だ新富町とどういうふうな支援が必要なのかと

いうことを協議している最中でございますので、

委員がおっしゃった内容も含めて、整理させて

いただきたいと思います。

○岩切委員長 ほかに委員から質疑はございま

せんか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 以上をもって、企業局を終わり

ます。

 執行部の皆様、お疲れさまでした。

 暫時休憩いたします。

   午前11時25分休憩

   午前11時30分再開

○岩切委員長 委員会を再開いたします。

 冒頭、御挨拶を申し上げます。

 先般の臨時会におきまして、私ども７名が当

委員会の委員となったところでございます。

 私は、宮崎市選出の岩切と申します。今回、

委員長を務めさせていただきます。どうぞよろ

しくお願いいたします。

 教育委員会の皆様は、多種多様な困難な課題、

また一方で、期待を背負って活動されているこ

とと思います。

 私ども委員会としてもしっかりとサポートさ

せていただきながら県民の希望に応えていきた

いと思っておりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。

 委員を紹介させていただきます。

 私の隣が日南市選出の黒岩副委員長でござい

ます。

 次に、向かって左側です。

児湯郡選出の坂口委員でございます。

西臼杵郡選出の佐藤委員でございます。

児湯郡選出の山下委員でございます。

 次に、向かって右側です。

都城市選出の今村委員でございます。

延岡市選出の井本委員でございます。

次に、委員会の書記を紹介いたします。

 正書記の佐土原主任主事でございます。

副書記の黒木主任主事でございます。

では、教育長の御挨拶、幹部職員の御紹介並
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びに所管業務の概要説明等をお願いいたします。

○吉村教育長 教育長の吉村です。委員の皆様

には、日頃から本県の教育の振興のために御指

導、御支援を賜っておりますことに心から感謝

を申し上げます。

 御承知のとおり、教育現場を取り巻く状況は、

本県のみならず、全国的にも大変厳しい状況に

ございますが、学校教育はもとより、生涯学習、

スポーツや文化の充実を図るため、職員一同、

一つ一つの課題にしっかり向き合い、全力を尽

くしてまいりますので、委員の皆様の御理解、

御協力をお願いいたします。

 次に、お礼を申し上げます。

 ４月10日に開催されました高等特別支援学校

の開校式に、県議会から本委員会の黒岩保雄副

委員長をはじめ、多数の議員の方々に御臨席い

ただきました。

 また、４月18日に開催されましたアスリート

タウン延岡アリーナのメインアリーナオープニ

ングセレモニーには、本委員会の黒岩副委員長、

佐藤雅洋委員、今村光雄委員をはじめ、多くの

議員の方々に御臨席を賜りました。

 この場をお借りしましてお礼を申し上げます。

誠にありがとうございました。

 お手元の委員会資料３ページを御覧ください。

 まず、本日出席しております教育委員会事務

局の幹部職員を御紹介します。

 まず、副教育長の長倉正朋です。

教育次長、教育政策担当の長友美紀です。

教育次長、教育振興担当の柚木山尚未です。

教育政策課長の児玉憲彦です。

財務福利課長の田中礼子です。

財務福利課育英資金室長の天辰直樹です。

高校教育課長の髙原博です。

義務教育課長の隈元正敬です。

特別支援教育課長の宮田恭子です。

教職員課長の川越政紀です。

生涯学習課長の中村敏彦です。

スポーツ振興課長の都甲尚生です。

文化財課長の安部博己です。

人権同和教育・生徒指導課長の日髙健一郎で

す。

委員会資料４ページの右側になります。

 県立図書館長の海野由憲です。

県立美術館副館長の瀬之口博行です。

県総合博物館長の井上大輔です。

なお、このほかの幹部職員等につきましては、

資料３ページ及び４ページの名簿の記載をもっ

て紹介に代えさせていただきます。

 次に、５ページを御覧ください。

 現在の５名の教育委員会委員は、御覧のとお

りであります。

 ６ページ以降につきましては、関係課長が御

説明いたします。

○児玉教育政策課長 ６ページを御覧ください。

 県教育委員会事務局の組織体制をお示しして

おります。

 10課、１室、出先機関は10機関でございます。

 また、７～13ページは、各課の組織及び事務

を記載しておりますので、後ほどお目通しいた

だきたいと思います。

 続きまして、14ページを御覧ください。

 教育委員会の令和８年度当初予算であります

が、表の下から５段目の太線で囲んであります

合計の欄を御覧ください。

 一般会計の合計は、1,270億781万3,000円であ

ります。

 また、下から２段目の太線で囲んであります

合計の欄を御覧ください。

 特別会計の合計は、64億3,349万1,000円であ
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ります。

 総額は、一番下の欄に記載しておりますよう

に、1,334億4,130万4,000円であります。

 ２つ右の欄に、令和７年度当初予算額からの

増減額を示しておりますが、87億8,660万1,000

円の増、率にしまして対前年度比107.0％となっ

ております。

 続きまして、15～16ページについては、教育

委員会の主な新規・改善事業などをお示しして

おります。

 各事業名の右端の説明欄に丸をつけている事

業につきましては、17～22ページに資料を掲載

しております。

 内容については、後ほど関係課長が御説明い

たします。

○田中財務福利課長 17ページを御覧ください。

 新規事業「特別支援学校体育館空調設備整備

事業」について御説明いたします。

 予算額は、右上に記載のとおり2,352万円、財

源は、県有施設維持整備基金及び県債です。

 まず、事業の目的ですが、近年の猛暑により

健康被害が深刻化する中、障がいにより体温調

整が困難な児童生徒が多く在籍する特別支援学

校において、体育館全体を空調管理できる設備

を整備し、児童生徒の良好な学習環境を確保す

るとともに、災害時の避難所としての快適性及

び安全性の向上を図るものです。

 次に、事業の概要ですが、事業内容としまし

て、特別支援学校12校を対象に、令和８～11年

度までの４年間で避難所に指定されている学校

を優先し、空調の設置及び断熱改修工事の設

計・施工を行うこととしております。

 今年度は、そのうち４校の設計を実施する予

定です。

 （３）成果指標といたしましては、特別支援

学校体育館の空調設置率を設定しております。

○髙原高校教育課長 18ページを御覧ください。

 改善事業「新たな時代を切り拓く学力向上事

業」について御説明します。

 予算額は、右上に記載のとおり1,006万円、財

源は、全額一般財源です。

 事業の目的は、レベルアップセミナーや学力

向上実践研究校による取組を通して、県全体の

教育の質の向上を図るとともに、分析プロジェ

クトによる授業改善と教員の意識向上を進め、

県立高校生の確実な学力向上を目指すことであ

ります。

 次に、事業の概要ですが、（１）事業内容の

①みやざきレベルアップセミナーの実施では、

県立高校生向けに理系と文系に分けてセミナー

を開催するとともに、県立高校教員に対する研

修会や予備校等への派遣により、指導力向上を

図ります。

 ②のみやざき学力向上実践校の指定では、５

校の実践校を指定して研究を進め、宮崎大学と

連携して公開授業を行います。

 ③の高校における「ひなたの学び」分析プロ

ジェクトでは、県立高校生の学力等のデータを

収集・分析し、検討会等を開催して県立高校全

体の学力向上を図ります。

 （３）の成果指標は、卒業生に対する国公立

大学合格者の割合を引き上げることのほか、難

関10大学の現役合格者数や研究事業及び公開授

業に参加した教員の満足度を上げることとして

おります。

○隈元義務教育課長 資料19ページを御覧くだ

さい。

 新規事業「教員の意識と授業が変わる・「ひ

なたの学び」学力アップ事業」について御説明

します。
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 予算額は、右上に記載してあるとおり1,616万

円、財源は、一般財源であります。

 まず、事業の目的ですが、教員の授業改善に

対する意識高揚や学校の組織力強化に取り組む

ことにより、「ひなたの学び」を具現化した授

業を全県下で展開し、児童生徒一人一人に、今

求められる資質能力を身につけさせることであ

ります。

 次に、事業の概要ですが、（１）事業内容と

しまして①と②の２つがございます。

 ①は、「ひなたの学び」教科実現プログラム

であります。

 「ひなたの学び」を具現化した授業動画を制

作し、オンデマンドによる研修の実施や各教科

等における授業の在り方について、文部科学省

の教科調査官や大学教授による研修の実施、数

学科中核教員育成のための全国大会派遣を実施

します。

 次に、②「ひなたの学び」組織実現プログラ

ムであります。

 研究指定地域（学校）における実践研究の充

実や成果の普及、授業研究会の実施及び授業と

連携した家庭学習の推進を実施します。

 （３）成果指標としましては、全国学力・学

習状況調査における「授業では課題の解決に向

けて自分で考え、自分で取り組んでいる児童生

徒」の割合と、同調査の国語・算数（数学）の

平均正答率としております。

○川越教職員課長 20ページを御覧ください。

 新規事業「「みやざきで輝く先生」プロジェ

クト推進事業」について御説明いたします。

 予算額は、右上に記載のとおり579万5,000円、

財源は、一般財源であります。

 まず、事業の目的ですが、教員採用選考試験

志願者数が減少している中、宮崎県の教師とし

て働く魅力を発信し、教員採用選考試験におけ

る志願者数の維持向上を図るものであります。

 次に、事業の概要でありますが、本事業の柱

としまして３点ございます。

 ①の教職の魅力発信に向けたプロモーション

強化として、本県出身の著名な漫画家である東

村アキコ氏とコラボし、東村アキコ氏が制作す

るポスターやリーフレットによる啓発等を通し

て情報発信します。

 ②の教員の仕事への憧れや魅力を持ち続ける

取組として、例えば、小学５～６年生に子ども

レポーターをお願いして先生へのインタビュー

を行い、先生の魅力、教職の魅力を発信するな

ど、小学生から大学生等を対象に理解を深めま

す。

 ③につきましては、これまでに引き続き、教

員募集説明会やガイダンスに取り組んでまいり

ます。

 （２）の事業の仕組みとしましては、①及び

②のうちドリームカフェは、民間事業者への委

託を、その他は、県が直接実施いたします。

 （３）成果指標といたしましては、教員採用

選考試験志願者数及び講師登録者数の増加を設

定しております。

○都甲スポーツ振興課長 21ページを御覧くだ

さい。

 新規事業「学校給食費負担軽減交付金事業」

について御説明します。

 予算額は、右上に記載のとおり30億4,163万

7,000円、財源は、国庫及び一般財源であります。

 まず、事業の目的ですが、子育て支援の観点

から、国の交付金を活用し、公立の小学校段階

における給食費の補助を行い、保護者の負担軽

減を図ることであります。

 次に、事業の概要ですが、（１）事業内容と
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いたしまして、小学校の給食を提供する市町村

及び小学部がある特別支援学校に対して、国が

設定した支援基準額を上限として算定した金額

を補助するものであります。

 また、③の交付金事務等に要する経費には、

本事業に係る交付金事務や本事業の課題検証に

伴う連絡調整等、新たな業務に対応する職員を

当課及び特別支援学校に配置する費用等が含ま

れております。

 （３）成果指標といたしましては、市町村立

小学校給食費の負担軽減対象児童の保護者負担

軽減措置の割合としております。

○安部文化財課長 22ページを御覧ください。

 新規事業「神楽を未来へ 地域の元気創生プ

ロジェクト」について御説明いたします。

 予算額は、右上に記載のとおり1,580万8,000

円、財源は、国庫、芸術文化振興基金助成金及

び一般財源であります。

 まず、事業の目的ですが、本事業は、神楽の

令和10年（2028年）ユネスコ無形文化遺産登録

を見据え、さらなる機運醸成を図るために、県

内外で神楽の魅力を大きく発信するとともに、

県内の神楽の保存・継承及び活性化に向けた支

援を行うものであります。

 次に、事業の概要、（１）の事業内容といた

しまして、①のＫＡＧＵＲＡ情報発信では、東

京都内での民族芸能公演やシンポジウムの開催

など、神楽のさらなる魅力発信を行います。

 ②の県内神楽継承活動活性化では、みやざき

ＫＡＧＵＲＡフェスティバルなどでの神楽公演

のほか、県内神楽の情報発信や功労者の顕彰、

後継者育成の支援を行います。

 （３）の成果指標といたしましては、神楽イ

ベント来場者向けアンケートでの関心の度合い

や、県内神楽保存会会員の40代以下の割合など、

３項目を設定しております。

○岩切委員長 執行部の説明が終わりました。

委員の皆様から質疑はありませんか。

○井本委員 19ページの「教員の意識と授業が

変わる・「ひなたの学び」学力アップ事業」に

ついてです。とにかく教員が忙しく、ゆったり

する暇がない、自分で考える暇がないというこ

とをよく聞くんですが、教員が自分で考えるよ

うな時間をつくらない限り、教員の意識は変わ

らないのではないかという気がするけれども、

その辺の対策はあるんでしょうか。

○吉村教育長 委員がおっしゃるとおり、教員

の時間外労働時間もかなり増えておりまして、

学校教育以外の部分に、教員がとらわれている

部分がたくさんございます。

 そのため、今年度、県教育委員会におきまし

て、業務量管理、健康保持のための計画を策定

いたしました。例えば、県立高校であれば、時

間外の一番大きな要因が課題対応や部活動と

なっております。

 実際、授業を充実させるために授業研究等に

使いたい時間がそれらの時間にとらわれている

部分が多々あります。

 また、保護者対応に時間がとられている部分

もたくさんありますので、各学校において、教

員が本来の業務にしっかり専念できるように、

計画的に業務の効率化を図り、月の時間外労働

時間が上限45時間と決まっておりますので、令

和11年度までに上限を超える職員がゼロになる

ように取り組んでまいります。そして、教員が

本来やるべき仕事に専念し、教育の質が高まる

ように実施していくこととしております。

○井本委員 45時間という基準はどこで出した

んですか。

○吉村教育長 これは法律で決まっておりまし
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て、教員にも適用した場合、45時間ということ

でございます。

○岩切委員長 ほかに質疑はございませんで

しょうか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 以上をもって教育委員会を終わ

ります。執行部の皆様、お疲れさまでした。

 暫時休憩いたします。

   午前11時52分休憩

   午前11時54分再開

○岩切委員長 委員会を再開いたします。

 ４月15日に行われました委員長会議の内容に

ついて御報告させていただきます。

 お手元に配付の委員長会議確認事項のとおり、

委員会運営に当たっての留意事項を確認いたし

ました。

 特に御留意いただきたい点、新たに追加変更

となる点について御説明いたします。

 まず、１ページをお開きください。

 （５）の閉会中の常任委員会についてであり

ます。

 定例会と定例会の間に原則として１回以上開

催し、また必要がある場合には、適宜、委員会

を開催するという内容であります。

 次に、２ページをお開きください。

 （６）の欠席の届出についてです。

 ８ページを御覧ください。

 ここにあります様式により、委員長に事前に

届けることとしておりますが、今回、具体的な

欠席の理由を書きやすいように記載例が加わっ

ております。

 再度、２ページをお開きください。

 （７）の執行部への資料要求については、委

員から要求があった場合、委員長が委員会に

諮った後に、委員長から要求するという内容で

す。

 （８）の常任委員長報告の修正申入れ及び署

名についてであります。

 本会議で報告する委員長報告について、委員

会でその内容を委員長一任と決定した場合、各

委員が修正等の申入れを行う場合は、委員長へ

直接行うこと、報告の署名は、委員長のみが行

うこととするものであります。

 （９）のマスコミ取材につきましては、原則

は、採決等委員協議を含めて記者席で行わせる

という内容でありまして、委員会は採決等も含

め、原則公開となっております。

 （10）の執行部の入替えにつきましては、開

会前にお伝えしましたとおりです。

 次に、３ページを開きください。

 （12）の調査等につきましては、アの県内調

査、イの県外調査、ウの国等への陳情と分かれ

ております。

 アの県内調査について４点ございます。

 １点目は、県民との意見交換を活発に行うた

め、常任委員会の県内調査において県民との意

見交換を積極的に行うというものです。

 ２点目は、調査中の陳情・要望等については、

委員会は内部審査機関であり、対外的な権限を

持つものではないため、後日、回答するなどの

約束はしないというものであります。

 ３点目は、委員会による調査でありますので、

単独行動による発着は、できる限り避けるとい

うものであります。

 ４点目について、調査先は、原則として県内

の状況把握を目的に選定されるものですが、県

内での調査先の選定が困難であり、かつ県政の

重要課題に関して特に必要がある場合には、日

程及び予算の範囲内で隣県を調査できるという



令和８年４月24日(金)

- 24 -

ものであります。

 ４ページをお開きください。

 （15）の委員会におけるパソコン等の使用に

ついてです。

 詳細は、10ページにありますので、後ほど御

確認をください。

 （16）のオンライン委員会の運営についてで

す。

 詳細は、11～14ページにありますので、後ほ

ど御確認ください。

 その他の事項につきましては、目を通してい

ただきたいと思います。

 皆様には、確認事項等に基づき、委員会の運

営が円滑に進むよう御協力をお願いいたします。

 確認事項等について何か御意見がありますで

しょうか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 次に、令和８年度の委員会活動

計画（案）についてでございます。

 活動計画（案）にありますとおり、県内調査

を５月、県外調査を８月に実施する予定であり

ます。

 初めに、県内調査についてであります。

 県南調査、県北調査、それぞれの行程案を事

前に作成しましたので御覧ください。

 加えて、お手元に資料として調査候補地の概

要と過去３年分の文教警察企業常任委員会の調

査実施状況も配付いたしておりますので、併せ

て御覧ください。

 暫時休憩いたします。

   午前11時58分休憩

   午後０時３分再開

○岩切委員長 委員会を再開いたします。

 次に、８月に予定されております県外調査に

ついてであります。暫時休憩いたします。

   午前０時３分休憩

   午後０時４分再開

○岩切委員長 委員会を再開いたします。

 県内調査及び県外調査の日程、調査先等につ

いて正副委員長に御一任いただくことでよろし

いでしょうか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 そのようにさせていただきます。

その他、何かありませんか。

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 ほかに何もないようでしたら、

本日の委員会を終了させていただきたいと思い

ます。よろしいでしょうか。

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岩切委員長 それでは、以上をもちまして本

日の委員会を終わります。

   午後０時５分閉会
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